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発明の名称：植物病害の抑制剤及び植物病害の抑制方法

水と接しても安定で、かつ安全性に
優れた植物病害の抑制効果を有する剤
を提供すること。

研究概要・アピールポイント

◆本発明の植物病害抑制剤の有効成分である酸化鉄は、毒性や皮膚刺激性がなく、
食品添加物、口紅、化粧品、顔料に使用されている物質で安全性に極めて優れている

◆酸化鉄α-Ｆｅ2O3により植物ホルモンの産生増加、生育促進、有効成分が増加する
◆アブラナ科植物の根こぶ病、黒腐病、萎黄病、ナス科植物の萎ちょう病、青枯病、灰色
カビ病、かいよう病、黒あざ病、そうか病、疫病、炭そ病の植物病害の抑制剤となる

◆酸化鉄の水懸濁液で灌注処理するこ
とで植物の発病度を低下させることが
できることを見出した。

◆比表面積（ＢＥＴ）が70～200ｍ２/ｇの
酸化鉄を含有する植物病害の抑制剤
を作製する。

◆ラジカル種を生成する酸化鉄
ヘマタイト（α-Ｆｅ2O3）
ゲータイト（α-ＦｅＯＯＨ）

ＢＥＴ１０６のヘマタイト（α－Ｆｅ２Ｏ３）の懸濁液
（蒸留水に懸濁）0.5もしくは1.0％（ｗ/ｖ）又は
0％（蒸留水）で潅注処理、その後根こぶ病菌を
接種して１か月栽培、観察した植物体の写真。

図中、矢印はこぶが形成される位置を示す。

【根こぶ病菌1×106/ｇ接種区】

【根こぶ病菌非接種区】
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